
本学とJICA海外協力隊大学連携派遣との協力について

JICA海外協力隊（JOCV：Japan Overseas Cooperation Volunteer）
開発途上国のコミュティで生活しながら、住民と一緒に課題解決に貢献するボランティア活動を実施、
JICAが公募・人選を行い対象国へボランティアを派遣

海外協力隊大学連携派遣 とは？
電通大と協力関係にある海外大学等の研究機関へ学生をJICA海外協力隊員（ボランティア）として
派遣、JICAによる技術支援の一環として、隊員は海外大学等の人材と共同研究・技術開発を進める
【JICA海外協力隊の目的】
・日本国民を海外協力隊員として派遣し、市民の知識・経験を活かして開発途上国の課題を解決する
・ボランティア活動を通じた人材育成および帰国後に海外経験を日本国内の課題解決へ寄与する
【電通大生のメリット】
・大学推薦により隊員派遣の技術試験を免除、海外の大学等研究機関で共同研究・技術開発ができる
・基本的な現地滞在費（航空賃、宿泊費、生活費、保険など）はJICAにより支給される
・派遣に伴う休学期間を最短にできるよう、大学の制度を適応すべく調整中

JICA (Japan International Cooperation Agency)とは？（独立行政法人国際協力機構）
日本政府による開発途上国に対する支援を実施する機関（外務省所管）



電気通信大学 (UEC) と メキシコ国立工科大学 (IPN)とのJICA連携開始
先端技術を応用した医療福祉機器の社会実装及び関連する技術協力にかかる

JICA海外協力隊連携派遣

横井研究室（大学院情報理工学研究科・情報理工学域機械知能システム学専攻・Ⅱ類）を通じて学生の派遣を開始
【実施期間】 2025年8月～2028年7月
【派遣人数】 長期（1年）計7人、短期（1～6カ月）計12人、合計19人を派遣予定
筋電義手の開発に関連する多様な技術分野（メカトロニクス、電気通信、情報工学、社会実装の促進に向けた
社会調査も含む）で学ぶ学生を派遣し、IPNの教授・学生と協働して、社会で役立つ実用技術の開発を進める。

メキシコ国立工科大学クルアカンキャンパス

・新たな連携派遣の開始を目指す
・来年2025年度の提案に向けて、国と分野、参加研究室を開拓・準備中

派遣学生の学内公募（2024年7～10月）へ多数の応募があったのを受けて…

・UEC ASEANセミナー（2024年10月）で本活動をPR
・KMUTT（キングモンクット工科大学トンブリ校）をはじめ、タイの複数
大学から参加希望の表明あり

・タイ国を対象に新たな海外協力隊連携派遣の提案を検討中
（2025年度応募、2026年度派遣開始を目指す）タイ KMUTT大学キャンパス





JICA海外協力隊×電気通信大学



電気通信大学出身者

・職種 電気・電子機器・設備／電気通信／電気工学／機械工学／

コンピュータ技術／PCインストラクター／理数科教師 等

・実績 古くは1970年から

2000年以降は毎年派遣実績あり（コロナ期間を除く）

・人数 計 77名（内、短大部9名、大学院20名含む）



１．JICA海外協力隊とは？



JICA海外協力隊とは？

ODA （政府開発援助）予算により、JICA（独立行政法人
国際協力機構）が実施する国民参加型のボランティア事業

開発途上国からの要請（ニーズ）に基づいて、それに見合った
技術・知識・経験を持ち、「開発途上国の人々のために生かし
たい」と望む方を募集し、選考、訓練を経て派遣します



JICA海外協力隊事業の目的

開発途上国の経済・社会の発展・復興への寄与

異文化社会における相互理解の深化と共生

ボランティア経験の社会還元



JICA海外協力隊の活動

 対象 自らの意思で参加を希望する20～69歳の日本国籍を持つ方

 派遣先 開発途上国や中南米の日系社会

 期間 2年間（1年未満の短期派遣もあります）

 内容 経済・社会の発展、復興に向けた協力を現地の住民と一体となって

隊員の募集・選考・訓練・派遣 ⇒ JICAが実施



どこで活動しているの？



開発途上国

/196か国
/約80億人

約150か国
推定50億人

開発途上国と呼ばれる国々は

開発途上国に住んでいる人たちは



地域別派遣実績

アジア
16,048名

アフリカ
16,135名

中南米
14,942名大洋州 4,830名

中東 3,729名
欧州 718名

6地域99か国
（2024年3月31日現在）

【延べ人数】56,402名



どんな活動をするの？



分野別派遣実績

人的資源
23,570名

公共・公益事業
3,718名

9分野200職種
（2024年3月31日現在）

農林水産
6,863名

保健・医療
7,113名

鉱工業
4,668名

計画・行政
6,025名

社会福祉
1,681名

商業・観光
1,496名

エネルギー
102名



9分野 180種以上の職種



IT関連職種



PC基礎操作指導

PC基本ソフト操作指導と基本知識指導

PCのメンテナンス

無料ソフトなどを活用した平易なホーム

ページ作成指導

小規模のLANの保守

デザイン系ソフト操作指導

プログラミング指導

人材育成型：

大学、職業訓練校などで、情報処理技術の授業

を行い、IT技術者を育成

情報システム開発型：

省庁などで、職員とともに公共サービスを提供

する情報システムの開発

IT環境整備型：

IT利活用支援、情報インフラ構築、セキュリティ

対策など、IT環境の整備を行う。

主な要請内容

コンピュータ技術 ＰＣインストラクター
（１回の募集でそれぞれ60～70の案件がある）

1,516人（373人） 537人（219人）



ITボランティア 要請数／応募者数／合格者数

募集期 募集区分 要請数 応募者数
（倍率）

合格者数
（充足率）

2023秋 コンピュータ技術 72 24（0.33） 10（13.8%）
PCインストラクター 67 17（0.25） 12（17.9%）

2023春 コンピュータ技術 80 22（0.27） 9（11.2%）
PCインストラクター 53 16（0.30） 10（18.8%）

2022秋 コンピュータ技術 58 21（0.36） 6（10.3%）
PCインストラクター 38 24（0.63） 14（36.8%）

2022春 コンピュータ技術 31 23（0.74） 10（32.3%）
PCインストラクター 34 37（1.08） 21（61.7%）

2021春 コンピュータ技術 17 21（1.23） 5（29.4%）
PCインストラクター 10 21（2.10） 5（50.0%）



２．JICAによるサポート



JICAの支援体制

語学力
帰国後

スキル
や経験

健康と
安全

お金



お金はかかるの？



往復渡航費

現地での住居

現地での生活費

国内手当

経済面のサポート お金

赴任時・帰任時の渡航費はJICAが支給

受入国政府や配属機関、あるいはJICAが提供

現地の一般の方と同等レベルの生活ができる額を
毎月支給

日本国内で支出が必要な経費、帰国後の社会復帰に
必要な経費などに役立てるための手当を支給
毎月：55,000円
活動完了時一括：20,000円×派遣期間（月数）



語学力が心配です



応募時に最低限必要な語学力は

中学校卒業程度

（英検３級、TOEIC330点 等）

※応募する要請によってそれ以上の語学力が求められる場合があります

語学力 語学力



派遣前訓練

 期間 73日間程度

 時期 派遣の約2週間～2か月前までに修了

 場所 JICA二本松青年海外協力隊訓練所（福島県）または
JICA駒ヶ根青年海外協力隊訓練所（長野県）

 形態 合宿形式

 内容 語学、異文化適応、その他

語学力



派遣前訓練



病気になったらどうしよう



健康面のサポート

専門
スタッフ

緊急対応

日本の看護師を
現地事務所に配置

現地の医師と
顧問医契約を締結 ※

重篤な傷病が発生した場合は
医療体制が整った国・都市に緊急移送

派遣前後 派遣前の
予防接種

派遣前・帰国後の
健康診断

健康

費用：ケガや病気には労災保険と国際協力共済会給付事業でカバー



現地での安全対策は？



安全面のサポート

情報提供

備品支援

行動制限

現地の治安状況・交通状況など
安全管理に資する情報の提供

防犯のための
住居の補強支援

緊急時の連絡手段
の確保

治安状況を踏まえた
移動制限

治安悪化時の
国内外退避

安全



帰国後の進路が心配



進路面のサポート

学ぶ

働く

進路を
探る 専門のアドバイザーが

相談に対応
研修・セミナー・
勉強会の開催

進路開拓に役立つ
訓練受講の費用の補助

大学院進学に対する
奨学金給付

求人情報の提供や
お仕事の紹介

教員・自治体の特別採用枠

JOCV枠UNV制度

起業
JICA海外協力隊起業支
援プロジェクトBLUE

帰国後



サポートの種類

経済面…隊員自身の費用負担がないようサポート

安全面…事故や犯罪などの被害にあわないようサポート

健康面…心身ともに健康を保てるようサポート

進路面…帰国後の進路開拓や社会還元活動をサポート

技術面…活動に必要な知識・技術の獲得をサポート

まとめると



自分にできることはある？



職種の選び方

■自分の整理 ■やりたいこととできることのマッチング



【1回目】11:30-11:40 JICA海外協力隊事業説明
11:40-12:10 協力隊経験者の体験談

【2回目】13:30-13:40 JICA海外協力隊事業説明

13:40-14:10 協力隊経験者の体験談

※その他の時間は、個別に自由にお話しできます

JICA海外協力隊ブース＠調布祭
お知らせ

11月24日(日) 

10:30～15:30

電通大 図書館
Ambient Intelligence 

Agora

～ IT職種で活動した方の体験談と事業概要説明が聞けます ～
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